
●人のうごき（６月１日現在）
8,494人（－10）
男4,352人（－6）　女4,142人（－4）
出生1人　死亡10人　転入28人　転出29人
3,926世帯（＋5）（　）内は前月比

目　次 02
03
04

国民健康保険被保険者の方へ
健診のお知らせ
町制施行７０周年記念『表彰候補者』募集

親子でさつま芋植えと看板づくり　ゆうゆうライフin宇小
　学校近くの畑で今年もゆうゆうライフin宇小が行われました。
　さつま芋の苗植えや立て看板作りなど、農作業を通して親子や地域の交流を深め、参
加した子どもたちは、「土いじりが楽しかった。収穫したら焼き芋にして食べたい」と声を
弾ませました。
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

健
康
医
療
課
☎
８
８
︲
６
６
１
０

福祉医療費
制度

後期
高齢

福
祉
医
療
費
制
度

　
お
年
寄
り
や
障
が
い

の
あ
る
方
、
ひ
と
り
親

家
庭
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
医
療
保
険
の
自

己
負
担
分
を
助
成
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
に
は
審
査
の

上
、
７
月
中
に
ご
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

①老人医療

支給対象 65歳以上70歳未満で所得税非課税世帯の方

②ひとり親家庭医療

支給対象 満18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間の子
ども及びその親

④重度心身障がい老人健康管理事業

支給対象 後期高齢者医療の被保険者で③に記載の障害等級の方

③重度心身障がい児（者）医療

支給対象

後期高齢者医療以外の医療保険被保険者で、重度の障
がい（身体障害者手帳１～３級または療育手帳Ａもし
くはＢ１相当）の方及び、精神障害者手帳１級または
再認定で１級から２級になった方（次回更新時まで）

健康医療課☎88－6610

健康医療課☎88－6610

令
和
８
年
度
国
保
「
資
格
確
認

書
」
等
の
一
斉
更
新

　
有
効
期
限
が
令
和
８
年
７
月

31
日
の
国
民
健
康
保
険
資
格
確

認
書
ま
た
は
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
を
お
持
ち
の
方
は
、
７
月

中
に
次
の
更
新
書
類
を
世
帯
主

宛
に
送
付
し
ま
す
。
　

　
お
届
け
す
る
も
の
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
（
健
康
保
険
証
利
用

登
録
が
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）
の
保
有
状
況
に
よ
っ

て
、
種
類
（
①
、
②
の
い
ず
れ

か
）
や
郵
送
方
法
等
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
現
在
お
使
い
の
国
保
資
格
確

認
書
は
、
７
月
31
日
を
過
ぎ
て

か
ら
ご
自
身
で
は
さ
み
を
入
れ

る
な
ど
破
棄
を
お
願
い
し
ま
す
。

送
付
す
る
書
類
（
①
又
は
②
）

①
資
格
確
認
書
（
ハ
ガ
キ
型
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
に
交
付
し
ま
す
。
従
来

の
被
保
険
者
証
と
同
様
に
、
医

療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
ご
自
身
の
自

己
負
担
割
合
で
保
険
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
（
Ａ

４
紙
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の

70
歳
以
上
の
方
に
交
付
し
ま

す
。
医
療
機
関
等
で
マ
イ
ナ
保

険
証
の
読
み
取
り
が
で
き
な
い

等
の
場
合
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証

と
併
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
よ
り
「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
で
き
る
方

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の

方
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
ま

ま
資
格
確
認
書
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛

失
し
た
方

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
更

新
中
の
方

▼
疾
病
や
施
設
入
所
等
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
使
用
が
困

難
な
方

▼
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
で
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
や
医
療
機
関
等
で
自

己
情
報
が
閲
覧
で
き
な
い
設
定

を
し
て
い
る
方

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
解

除
申
請

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
を
解

除
し
た
い
場
合
は
、
利
用
登
録

解
除
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

自
己
負
担
限
度
額
の
扱
い

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
や
「
特
定
疾
病
療
養

受
療
証
」
に
記
載
し
て
い
る
自

己
負
担
限
度
月
額
は
、
申
請
に

よ
り
資
格
確
認
書
に
併
記
す
る

（
１
枚
に
ま
と
め
る
）
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
証

　
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助

成
す
る
各
種
制
度
の
受
給
者
証

は
、
資
格
確
認
書
に
統
合
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
受

診
の
際
に
引
き
続
き
提
示
が
必

要
で
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
方

は
一
部
医
療
機
関
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

未
対
応
の
医
療
機
関
で
は
引
き

続
き
提
示
が
必
要
で
す
。

［
例
］
子
育
て
支
援
医
療
費
、

福
祉
医
療
費
（
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
・
障
が
い
者
医
療
費
）、

重
度
心
身
障
が
い
老
人
健
康
管

理
事
業
費
、
老
人
医
療
費
、
自

立
支
援
医
療
費
（
更
生
医
療
、

育
成
医
療
、
精
神
通
院
医
療
）

助
成
な
ど

（別表）

マイナ保険証お持ちでない方 お持ちの方

届くもの 資格確認書

資格情報のお知らせ（※）
（受診の際はマイナ保険
証をお使いください。資
格情報のお知らせでは受
診できません。）

郵送方法

特定記録郵便 普通郵便

世帯分をまとめて世帯主宛に送付します。
同じ世帯の方であっても、資格情報のお
知らせと資格確認書は別送となりますの
で、到着時期が異なる場合があります。

有効期限 令和９年7月31日

※�マイナ保険証をお持ちの70歳未満の方には資格情報
のお知らせを送付しません。発行済み（有効期限なし）
のものをご使用ください。

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書
等

の
一
斉
更
新

　
現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医

療
資
格
確
認
書
（
だ
い
だ
い
色
）

の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で

で
す
。

　
85
歳
以
上
の
方
に
は
、
８
月
か

ら
お
使
い
い
た
だ
く
資
格
確
認
書

（
藤
色
）を「
マ
イ
ナ
保
険
証（
健

康
保
険
証
利
用
登
録
が
さ
れ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）」
を
お
持

ち
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
７

月
下
旬
に
特
定
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま

す
。

　
84
歳
以
下
の
方
に
は
、「
①
資
格
確

認
書
」
ま
た
は
「
②
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ（
※
）」の
い
ず
れ
か
を
送
付
し
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
ご
利
用
状
況
に

よ
っ
て
郵
送
す
る
も
の
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
と
は
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
不
具
合
等
で
マ
イ

ナ
保
険
証
を
利
用
で
き
な
い
場
合
に

ご
使
用
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
と
一
緒
に
ご
提
示
い
た
だ
く
こ

と
で
受
診
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（別表）

対象者

・85歳 以 上
の方
・84歳 以 下
でマイナ保険
証を普段から
利用されてい
ない方（※1）

・84歳以下でマ
イナ保険証を普
段から利用され
ている方（※2）

届くもの

資格確認書�
※これまでと
同じように受
診時にお使い
いただけま
す。
�

資格情報のお知
らせ
※受診の際はマ
イナ保険証をお
使いください。
（資格情報のお
知らせのみでは受
診できません。）

郵送方法 特定記録郵便 普通郵便
有効期限 令和９年7月31日
※１「マイナ保険証を普段から利用されて
いない方」とは下記※2に該当しない
方です。　

※２「普段から利用されている方」とは以
下の条件2つともに該当する方です。

　　①�過去１年間で６回以上マイナ保険証を
利用されている方

　　②�概ね直近３か月以内にマイナ保険証を
利用されている方

（有料広告）広告内容は、町が推奨するものではありません。
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ず
っ
と
、元
気
で
い
て
ほ
し
い
か
ら
。私
た
ち
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り
。

（有料広告）広告内容は、町が推奨するものではありません。

　
国
民
健
康
保
険
を
は
じ

め
、
医
療
保
険
で
支
払
わ
れ

る
医
療
費
は
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
町
国
民
健
康
保
険
や
後

期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費

は
、
年
々
高
額
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
医
療
費
増
加
の
原
因
は
、

高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩

の
ほ
か
に
、
生
活
習
慣
病
な

ど
慢
性
疾
患
の
増
加
や
重

複
・
頻
回
受
診
も
大
き
な
要

因
で
す
。

　
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き

に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
上
手
な
医
療

の
か
か
り
方
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
費
節
減
の
た
め
に

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

・
時
間
外
や
休
日
診
療
は
や

む
を
得
な
い
と
き
だ
け
に

〔
国
保
特
定
健
康
診
査
〕

　
町
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入

の
40
歳
以
上
の
方
に
、「
特
定

健
康
診
査
」
の
ご
案
内
と
受
診

券
（
さ
く
ら
色
の
用
紙
）
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
40
歳
以
上
の
町
国
保
被

保
険
者
（
昭
和
26
年
８
月
１
日

～
昭
和
62
年
３
月
31
日
生
ま
れ

の
方
）

受
診
期
限
　
９
月
30
日
（
水
）

自
己
負
担
金
　
無
料

健
診
項
目
　
①
基
本
的
な
健
診

項
目
▼
診
察
（
問
診
・
身
体
計

測
・
理
学
的
所
見
・
血
圧
測
定
）

▼
尿
検
査
▼
脂
質
検
査
▼
肝
機

能
検
査
▼
腎
機
能
検
査
▼
代
謝

系
検
査
▼
貧
血
検
査
▼
心
電
図

検
査
②
医
師
の
判
断
に
よ
り
必

要
に
応
じ
て
追
加
す
る
項
目
▼

眼
底
検
査

〔
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
〕

　
対
象
の
方
に
ご
案
内
等
を
郵

健
診
の
お
知
ら
せ

費
用
は
０
円
。
受
診
は
９
月
末
ま
で

送
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
被
保
険
者
（
昭
和

26
年
７
月
31
日
以
前
生
ま
れ
の

方
）
で
医
療
管
理
中
で
な
い
方

ま
た
は
65
歳
以
上
で
重
度
心
身

障
が
い
老
人
健
康
管
理
事
業
対

象
者
証
を
お
持
ち
の
方

受
診
期
限
・
自
己
負
担
・
健
診
項
目

　
国
保
特
定
健
康
診
査
と
同
じ

各
健
診
の
受
診
先

　
綴
喜
医
師
会
管
内
（
宇
治
田

原
町
、
八
幡
市
、
京
田
辺
市
、

井
手
町
）
の
協
力
医
療
機
関

※�

各
案
内
は
、人
間
ド
ッ
ク（
脳

ド
ッ
ク
の
み
を
除
く
）
申
込
者

に
は
、
郵
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
の
健
診
も
下
記
の
と

お
り
始
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
医
療
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
０
）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
が
、
所
得
審
査
に
よ

り
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
が

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
さ
れ
ま

す
。

申
請
受
付
　

　
令
和
８
年
度
分
（
令
和
８
年

７
月
～
令
和
９
年
６
月
）
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申

請
を
し
て
い
な
い
と
将
来
の
年

金
受
給
資
格
を
満
た
さ
な
い
、

ま
た
は
受
給
額
が
減
る
場
合

や
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
の

受
給
事
由
が
発
生
し
て
も
、
年

金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ

　
京
都
府
で
は
、
国
連
総
会
決

議
に
基
づ
く
「
6
・
26
国
際
麻

薬
乱
用
撲
滅
デ
ー
」
の
周
知
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
、「
き
ょ

う
と
薬
物
乱
用
防
止
行
動
府
民

会
議
」
を
中
心
と
し
て
関
係
機

関
が
一
丸
と
な
っ
て
、
京
都
府

に
お
け
る
薬
物
乱
用
を
防
止
し

よ
う
と
、
６
月
20
日
か
ら
７
月

19
日
ま
で「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

普
及
運
動
を
実
践
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
本
普
及
運
動
期
間
を

含
む
６
月
１
日
か
ら
７
月
31
日

ま
で
を
薬
物
乱
用
防
止
広
報
強

国民年金保険料免除・若年
者納付猶予

６月１日から７月31日は薬物乱用
防止強化期間

忘れずに申請を

薬物をしない・許さない

・ 健康医療課
　　　☎８８‐６６１０

健康医療課
　☎８８‐６６１０

健康医療課
☎88‐6610

・
重
複
受
診
を
避
け
る

・
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
を

・
健
診
を
受
け
て
病
気
予
防

・
お
薬
手
帳
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
活
用

子
ど
も
の
急
病
は
ま
ず
電
話

相
談
を

　
休
日
、
夜
間
に
子
ど
も
の

急
病
で
心
配
な
と
き
は
「
子

ど
も
医
療
で
ん
わ
相
談

（
＃
８
０
０
０
）」
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

紹
介
状
な
し
で
大
病
院
に
か

か
る
と
特
別
の
料
金
も

　
か
か
り
つ
け
医
等
か
ら
の

紹
介
状
を
持
た
ず
大
規
模
病

院
（
一
般
病
床
数
が
２
０
０

床
以
上
あ
る
病
院
な
ど
）
を

受
診
す
る
と
、「
選
定
療
養

費
」
と
呼
ば
れ
る
保
険
外
負

担
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
診
療
所
や
病
院
を
適
切

に
使
い
分
け
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

内容 対象者 受診先 自己負担金 町への申込 実施・申込期間
⑴前立腺がん
　検診

55歳以上（昭和47年
３月31日以前生）

綴喜管内
医療機関 無料 町外医療機関受診の

方のみ必要

10月31日（土）
まで

⑵肝炎ウイルス
　検診

①40歳以上（昭和62
年３月31日以前生）
②過去に町の同じ検
査を受けていない

個別実施
医療機関 無料 必要

⑶成人歯周病
　検診

20歳、30歳、40歳、
50歳、60歳、70歳、
の方

町内指定
歯科医療
機関

無料

歯科医療機関に「成人
歯周病検診希望」と伝
えて予約し、受診当
日に郵送された検診
票等を持参

⑷個別大腸がん
　検診

40歳以上（昭和62年
３月31日以前生）

綴喜管内
医療機関

200円
※

無料・町外医療機関
受診の方のみ必要

⑸個別胃がん
　内視鏡検診

①50歳以上（昭和52
年３月31日以前生）
②前年度に町の同じ
検診を受けていない
③申込時に行う問診
結果判定が「受診可」

府内協力
医療機関

3,000円
※ 必要 令和９年１月

30日（土）まで

※住民税非課税世帯、生活保護世帯の方及び、70歳未満で後期高齢者医療被保険者、70歳以上の方は無料

～消防団の夏、開幕～
　消防団（木原昌宏団長）は京都府消防
操法大会や町消防団総合訓練に向け、平
日夜間の訓練を開始しました。大会に出
場する選手や指導員は「やるからには好
成績を」と熱意に満ち溢れています。訓
練・大会で得られる技術や経験は、わが
まちのより一層の安心安全につながって
いきます。

がんばってます！消防団
Fire Busters 総務課 ☎88－6631

り
ま
す
。

持
ち
物
　
▼
年
金
手
帳
ま
た
は

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
▼
失
業

を
理
由
に
申
請
す
る
と
き
は
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま

た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

の
写
し

・

健
康
医
療
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
０
）

化
期
間
と
し
て
、
薬
物
の
正
し

い
知
識
や
薬
物
乱
用
に
よ
る
弊

害
等
に
関
す
る
啓
発
広
報
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。健

康
医
療
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
０
）

上
手
に
医
療
機
関
に

か
か
り
ま
し
ょ
う

広報うじたわら 令和８年７月号03



（有料広告）広告内容は、町が推奨するものではありません。

『うじたわら企業見学・
業界研究バスツアー』を開催！
参加者を募集します！

　町内外の皆さまに町に立地する企業を身近に感じ
ていただき、今後の就職活動の参考としていただけ
るよう、バスツアーを開催します。
※�当日は京都府立京都すばる高等学校からの参加者
と同乗していただきます。

・ まち未来創造課☎８８‐６６１６

先着2人

日　　時
７月８日（水）

９時40分出発（総合文化センター）

参加企業
永和化成工業（株）

対　　象
①大学および既卒者
②上記対象者の保護者等一般参加者

申込期限　７月６日（月）

Ujitawara  Town  Topics 

　平安時代の三十六歌仙の一人、猿丸大夫が奉られ
ている猿丸神社で火焚き神事が執り行われ、多くの
参拝者が無事や健康を祈りました。
　火焚き神事は、参拝者の願いが込められた串など
が焚かれる伝統的な祭事で、癌などの病気平癒に御
利益があるとされています。
　当日は、願いが書き込まれた串約6,000本や、絵
馬や身代わり猿などを宮司が一つひとつ願意を読み
あげながらご神火にくべていき、立ち上がる炎と白
い煙に包まれる厳かな雰囲気の中、参拝者は手を合
わせそれぞれの願いを託しました。

炎に願いを託して
猿丸神社で火焚き神事

6／13

･ まち未来創造課☎88－6616

宇治田原の今を伝える情報紙

「町民の窓」

有料広告を
募集します

▶発行　　毎月１日　　３, ０００部

▶規格　　１枠縦４. ５㌢×横８㌢　２色印刷（紙面と同色）

▶料金　　１枠あたり　１月5,000円、１年50,000円（12月）
　　　　　※2枠以上の掲載もできます。
▶備考　　●広告内容には制限があります。●広告の掲載位置は町で決定します。
　　　　　●契約は１か月単位から年間まで、ご要望にお応えします。
　　　　　●掲載月の前月10日までに原則入稿。

◉
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
表
彰

　
町
制
施
行
70
周
年
を
記

念
し
て
、
町
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
団

体
を
公
募
推
薦
に
よ
り
表

彰
し
ま
す
。

①
地
域
住
民
の
幸
せ
を
願

い
、
５
年
以
上
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
寄
与
さ
れ

て
い
る
個
人
ま
た
は
団

体
、
②
５
年
以
上
自
主
的

活
動
等
を
基
本
と
す
る
地

域
づ
く
り
を
通
し
て
、
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ

て
い
る
個
人
ま
た
は
団
体

町
制
施
行
70
周
年
記
念

『
表
彰
候
補
者
』
募
集

　
「
町
制
施
行
70
周
年
記

念
表
彰
公
募
推
薦
調
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、添
付
書
類
と
と
も
に
、

総
務
課
ま
で
持
参
、郵
送
、

メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
。「
推

薦
調
書
」
は
総
務
課
で
配

布
す
る
ほ
か
、
町
Ｈ
Ｐ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

な
お
、
推
薦
は
町
内
在
住

の
住
民
、
町
内
で
活
動
さ

れ
て
い
る
団
体
に
よ
る
他

薦
の
み
と
し
ま
す
。
自
薦

（
本
人
や
家
族
か
ら
の
推

薦
）
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

　
７
月
16
日（
木
）【
必
着
】

　
選
考
委
員
会
に
て
審
査

の
上
、
表
彰
の
可
否
を
決

定
し
、
推
薦
者
に
通
知
し

ま
す
。
な
お
、
被
表
彰
決

定
者
は
９
月
30
日
（
水
）

開
催
の
記
念
式
典
で
表
彰

し
ま
す
。

▼
推
薦
い
た
だ
い
た
方
全

員
が
表
彰
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
▼
過
去
に

周
年
記
念
表
彰
で
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
方
は
除
き
ま

す
▼
選
考
結
果
・
内
容
に

関
す
る
異
議
申
し
立
て
、

問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え

で
き
ま
せ
ん
▼
提
出
書
類

等
は
返
却
し
ま
せ
ん

・

総
務
課
（
☎
８
８

︲
６
６
３
１
・
〒
６
１
０

︲
０
２
８
９
　
立
川
坂
口

18
︲
1
・
メ
ー
ル
：hisho

@
tow
n.ujitaw

ara.lg.jp
）

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
築
く
た
め
全
国
的
に
行
わ

れ
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」。
76
回
目
を
迎
え
る

今
年
は
、「
保
護
司
を
は
じ

め
と
す
る
更
生
保
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
広
く
知
っ
て
も
ら

お
う
」
を
統
一
テ
ー
マ
に
、

全
国
で
一
体
的
に
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
達

　
強
調
・
再
発
防
止
啓
発
月

間
を
前
に
、
内
閣
総
理
大
臣

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
利
田
雅
孝

綴
喜
地
区
保
護
司
会
宇
治
田

原
分
区
長
か
ら
勝
谷
町
長
に

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
利
田
分
区
長
が
読
み
上
げ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、「
社

会
の
中
で
犯
罪
や
非
行
か
ら

立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
を
支

援
す
る
「
更
生
保
護
」
は
、

ま
さ
に
安
全
・
安
心
な
社
会

の
基
盤
と
な
る
取
組
で
す
。

７月は〝社会を明るくする運動〟
強調月間・再犯防止啓発月間

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

福祉課　☎８８‐６６３５

対
象

募
集
締
切

留
意
事
項

推
薦
方
法

選
考
・
表
彰

本
運
動
へ
の
賛
同
を
示
す

“
幸
福
（
し
あ
わ
せ
）
の
黄

色
い
羽
根
”
の
も
と
、
更
生

保
護
が
「
あ
た
り
ま
え
」
に

知
ら
れ
る
存
在
と
な
り
、
立

ち
直
り
の
支
援
の
輪
が
更
に

広
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。」
と
さ
れ
、
伝

達
を
受
け
た
勝
谷
町
長
は

「
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の

国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
、
ま
た
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

更
生
保
護
に
携
わ
っ
て
お
ら

れ
る
皆
さ
ま
の
地
道
な
活
動

が
も
っ
と
広
く
認
識
さ
れ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

地
域
社
会
の
構
築
に
繋
が
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。」
と
語
り
ま
し
た
。

研
修
大
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い

　
毎
年
７
月
は
強
調
月
間
及

び
再
犯
防
止
啓
発
月
間
と
し

て
、
各
地
で
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
ま
す
。
綴
喜
地
区
で

は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
綴
喜
地
区
研
修
大
会
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

申
込
不
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
16
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
～

場
所
　
井
手
町
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ル

講
演
　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
更
生

保
護
」
京
都
保
護
観
察
所
　

所
長
　
竹
俣
　
慎
一
　
氏
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（有料広告）広告内容は、町が推奨するものではありません。

　
町
で
は
、
本
年
度
か
ら
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

を
、
全
国
平
均
正
答
率
と
の
数

値
比
較
と
い
う
形
で
の
公
表
は

行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
を
二
つ
お
伝
え
し
ま

す
。

　
一
つ
目
は
、
平
均
点
で
の
比

較
が
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
正
し
く
映
し
に
く
い
と
い

「
点
数
の
先
に
あ
る
『
学
び

の
姿
』
を
見
つ
め
て
」

～
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
結
果
の
公
表
方
法
を
見
直

し
ま
す
～

う
点
で
す
。
本
町
の
よ
う
に
児

童
生
徒
数
が
少
な
い
地
域
で

は
、
一
人
の
得
点
で
平
均
点
が

大
き
く
動
き
ま
す
。そ
の
た
め
、

全
国
の
大
き
な
集
団
と
単
純
に

比
べ
る
だ
け
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
実
態
が
正
確
に
伝

わ
り
ま
せ
ん
。

　
二
つ
目
は
、
調
査
の
仕
組
み

そ
の
も
の
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
で
す
。令
和
９
年
度
か
ら
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
い
、
一
人

ひ
と
り
異
な
る
問
題
に
取
り
組

む
新
し
い
方
式
へ
と
移
行
す
る

予
定
で
す
。「
同
じ
問
題
を
解

い
て
平
均
点
を
比
べ
る
」
と
い

う
従
来
の
も
の
さ
し
だ
け
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち

の
学
び
を
十
分
に
反
映
し
き
れ

な
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
調
査
結
果
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
各
学
校
と
教
育

委
員
会
で
し
っ
か
り
分
析
し
、

授
業
の
工
夫
や
一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
指
導
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
上
で
、
今
後
の
公

表
で
は
、
教
科
ご
と
の
傾
向
や

強
み
・
課
題
に
加
え
、「
自
己

肯
定
感
」
や
「
粘
り
強
さ
」、「
学

校
が
楽
し
い
」、「
自
分
も
社
会

を
変
え
て
い
け
る
」
と
い
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
実
感
も
大
切
な

指
標
と
し
て
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。

　
小
規
模
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人

ひ
と
り
に
目
が
届
く
。
こ
の
強

み
を
最
大
限
に
生
か
し
、
点
数

だ
け
で
は
見
え
な
い
面
の
成
長

に
も
光
を
当
て
る
、「
宇
治
田

原
な
ら
で
は
の
教
育
」
を
こ
れ

か
ら
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
２
）

　
町
で
は
、
６
月
18

日
（
木
）
に
、
京
都

府
板
硝
子
商
工
業
協

同
組
合
（
髙
島
延
嘉

理
事
長
）
と
「
災
害

時
に
お
け
る
応
急
対

策
業
務
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
本
協
定
締
結
に
よ

り
、
災
害
時
に
避
難

所
等
で
使
用
し
て
い

る
公
共
施
設
の
板
ガ

ラ
ス
設
備
等
が
破
損

し
、
緊
急
に
復
旧
作

京都府板硝子商工業協同組合と
「災害時における応急対策業務に
関する協定」締結

安心・安全な生活を

総務課☎88‐6631

令和８年度６月補正予算

維孝館中学校の通級指導教室を整
備する費用など1,841万９千円
　令和８年度の一般会計補正予算案が町議
会６月定例会で原案どおり可決されました。
既存の歳入歳出予算総額に1,841万９千円
を追加し、総額は65億341万９千円となり
ました。

◆通級指導教室運営事業費
・・・63万２千円

　維孝館中学校内に開設した通級指導教室
において、きめ細やかな指導及び支援を実
施できるよう、必要な備品・教材等の整備
を行います。

【補正計上した主な事業】

企画財政課☎８８‐６６３２

　町では、令和２年10月に「宇
治田原町手話の普及及び障がいの
特性に応じた多様なコミュニケー
ション手段の利用促進に関する条
例」を制定しています。障がいの
特性に応じて、多様なコミュニ
ケーション手段が利用しやすい環
境を整備することで、誰もがコ
ミュニケーションに困らず、相互
に人格及び個性を尊重し合いなが
ら、地域で共に暮らせる社会の実
現を目指しています。
　手話は言語のひとつであり文化
的所産です。広く住民の皆さまが
手話に触れ合う機会として、今月
号からあいさつ等の手話を紹介す
るコーナーを連載します。
　第１回目の今
回は、「手話」
という単語の表
現です。ぜひ、
実際に手話を
使ってみてくだ
さい。

手話コーナー

うじたわら大学第２回講座

　「宇治田原町の自然環境と
生物多様性」
　日時：７月15日（水）
　　　　午後２時～３時30分
　会場：住民体育館会議室
　講師：岩瀬剛二氏（エコパートナーシップ
　　　　うじたわら会長）

　宇治田原町の自然環境の現状と、なぜ生物
多様性の保全が必要なのかを学びます。当日
は「オープンキャン
パス」のため、在住・
在勤の方はどなたで
もご参加いただけま
す。

維
中
で
通
級
指
導

ス
タ
ー
ト

　
小
学
校
に
加
え
、
今
年
度
よ

り
、
維
孝
館
中
学
校
で
も
通
級

指
導
教
室
を
開
設
し
ま
し
た
。

通
級
指
導
教
室
と
は

　
通
常
学
級
で
の
学
習
や
生
活

で
、
一
部
特
別
な
指
導
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
を
対
象
に
、

個
別
の
支
援
を
行
う
教
室
で
、

一
人
ひ
と
り
の
特
性
や
障
が
い

に
応
じ
た
支
援
を
週
１
時
間
程

度
行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
苦
手
に
耳
を
傾
け
る

　
子
ど
も
た
ち
が
感
じ
て
い
る

苦
手
の
種
類
は
様
々
で
す
。

・
文
字
や
文
章
の
読
み
書
き
、

計
算
が
身
に
つ
か
な
い
。

・
一
度
に
た
く
さ
ん
の
情
報
に

触
れ
る
と
混
乱
し
て
し
ま
う
。

・
友
だ
ち
と
の
関
係
を
う
ま
く

保
て
な
い
。

・
物
事
に
集
中
で
き
な
い
、
忘

れ
物
や
う
っ
か
り
す
る
こ
と
が

多
い
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、「
わ
が
ま

ま
」
や
「
さ
ぼ
っ
て
い
る
」
の

で
は
な
く
、ほ
ん
と
う
に「
困
っ

て
い
る
」の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
担
当
教
員
が
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
得
意
、
不
得
意
を
理
解

し
、
苦
手
の
克
服
に
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
取
り
組
み
ま
す
。

指
導
・
支
援
の
一
例

　
漢
字
を
正
し
く
覚
え
て
書
く

こ
と
が
苦
手
→
点
つ
な
ぎ
や
パ

ズ
ル
で
空
間
を
把
握
し
、
目
の

ス
ム
ー
ズ
な
動
き
を
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
→
絵
カ
ー
ド
を
使
い
、
漢

字
の
へ
ん
や
つ
く
り
で
意
味
を

探
し
て
覚
え
る

通
級
指
導
に
関
す
る
ご
相
談

　
学
校
の
学
級
担
任
や
、
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
☎
８
８
︲
６
６

１
２

業
が
必
要
な
場
合
に

協
力
を
い
た
だ
け
る

こ
と
と
な
り
、
更
な

る
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
な
生
活
環

境
の
確
保
が
図
ら
れ

ま
す
。
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こちら消防分署田辺警察署通信

大切な人の命を救うために
～普通救命講習会を受けましょう～

　宇治田原分署ではＡＥＤを用いた救
急蘇生法の講習会を行っています。
　これから海や川、プールに家族や友
人と出かけることが多くなる季節とな
り、水に伴う事故が起きる可能性があ
ります。万が一のため、大切な人を守
るため講習会に参加しませんか？

開催日時　７月１８日（土）
　　　　　午前９時～正午
実施場所　宇治田原分署
定　　員　１０人　
受付方法　�開催日前日午後５時15分

までに来庁し申し込み頂く
か、電話での申し込みも可
能です。

受 講 料　無料
そ の 他　�受講された方には修了証を

発行します。

宇治田原分署　☎88－5500

うじたわら
未来共創
ミートアップ

・ 総務課☎８８‐６６３１
　　　　　　FAX８８‐３２３１

　住民の皆さんとともにまちづくりを推
進するため、未来のまちづくりについて
町長と語り合う「うじたわら未来共創
ミートアップ」を次のとおり開催します。

日時　7月26日日　
　　　午前10時から11時30分まで
場所　総合文化センター研修室３
内容　今年度予算概要を報告した後、参

加者との意見交換を行います。

（予算概要の報告内容は、6月に
各地区公民館等で開催した町政懇
談会と同じです。）

　　　※�個人的な相談、政治・宗教・営
利を目的とするもの、誹謗・中
傷等は、ご遠慮ください。

申込方法　次の申込専用
フォームまたは氏
名・住所・電話番
号・年齢を記入の
うえ、FAX

対象・定員　本町在住ま
たは在勤者20人（定員を超えて
申込がある場合は、抽選）

申込締切　7月17日（金）

京都府・市町
申込フォーム

田辺警察署☎63‐0110

「夏の交通事故防止
府民運動」がスタート

●　運動スローガン
　　『運転は　気配り
　　　　目くばり　思いやり』
●　実施期間
　７月21日（火）から
　　　30日（木）までの10日間
●　夏場の交通事故状況
　府民運動期間中（7月21日から30日）は、
特に国道307号田原小学校前付近での交
通事故が増加しています！
●　夏場の交通事故を防ぐために・・・
☆ドライバーの体調管理☆
　夏の暑さによる疲労・居眠り運転を防止
するために「休憩をとり無理のない運転」
を心がけましょう。十分な車間距離をとっ
てゆとりのある運転を心がけましょう。
☆子どもの自転車事故等防止☆
　夏休みは子ども達が自転車に乗って外出
する機会が増えます。ヘルメットを確実に
着用させ、交差点では「止まる・見る」の
安全確認を徹底するよう指導しましょう。
☆飲酒運転の根絶☆
　夏はバーベキューやイベントなど、飲酒
の機会が増加する季節です。
　ハンドルキーパーを決めるなどの対策を
取り、「飲んだら
乗らない・乗らせ
ない」を徹底しま
しょう。

Ujitawara  Town  Topics 

　町内の学生が主体となって運営されているうじた
わら茶ッピー未来基金の皆さんが幸運をテーマにし
た運動会を開催されました。
　運動会にはボランティアスタッフを含む年中児か
ら大学生まで約20人が参加し、アイスブレイクと
して皆で手をつないで競技を行ったり「幸せひろい
リレー」や、「ダンスボールリレー」など、学生た
ちがアイデアを出し合って考えた競技５種目に仲間
と協力しながら挑み、会場には笑い声が響いていま
した。
　運営スタッフの皆さんは、「地域の大人と一緒に
子どもたちの笑顔を育てていきたい」という想いで
イベントを企画されており、そんな素敵な想いが詰
まったこの運動会では、世代を超えた交流が生まれ
笑顔あふれる１日となりました。

　今年で4年目を迎えた「こどもゆめマルシェ」が
今回は、町内に眠るものが巡る「めぐり市」と同時
に行われました。
　自分で考えたお店をオープンする子どもたちを大
人が見守る「こどもゆめマルシェ」と、モノが巡り、
人がつながり、思い出も巡る。眠っていたモノが外
に出て、また誰かの暮らしで活躍する、この循環の
積み重ねが町の空き家を考えるきっかけになればと
いう想いから行われた「めぐり市」。参加した全員
の気持ちが温かくなるイベントに、大人から子ども
まで多くの方が参加しました。当日は物品の販売の
ほか、フランクフルトや、唐揚げ、クレープなどの
キッチンカーや、学生たちの演奏会もあり、終始に
ぎやかな会場では参加した方の笑顔や幸せな表情が
弾けていました。

学生主体の団体が企画
子どもたちの笑顔があふれた運動会

6／14

初夏の薫りを味わう
新茶のふるまい

6／5

町に眠るものが巡る
子どもたち主役のマルシェが今年も開催

6／14

「人権擁護委員の日」
街頭啓発

人KENあゆみちゃん人KENまもる君人権イメージキャラクター

　
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
あ
る
６
月
１
日

を
中
心
に
全
国
で
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
、

町
で
も
６
月
１
日
（
月
）
に
役
場
前
で
街

頭
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
は
、

８
月
と
１
月
を
除
き
、
毎
月
第
１
月
曜
日

に
役
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は
６
日

（
月
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分
で

す
。税

住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３
４
）

開催案内

　宇治田原産の摘みたての新茶を来庁者の皆さんに
楽しんでいただくイベントを開催しました。今回提
供したのは、久五郎茶園の「ウジヒカリ」という品
種の新茶。
　爽やかな香りとやわ
らかな甘みがあり、来
庁者からは「香りが良
く、水出しが美味しい」
「甘みがあって飲みや
すい」などの声が聞か
れました。新茶の香り
とお茶文化に触れるひ
とときとなりました。
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子育て支援
センター事業

7月
日 月 火 水 木 金 土

日付 1 2 3 4

事業名 あそびの広場
10：30～11：30
はぐ♡くむセンター
水遊び

栄養相談
①10：00～11：00
②13：30～14：30
③15：00～16：00
はぐ♡くむセンター
（保健センター）

時間
場所

内容

5 6 7 8 9 10 11
あそびの広場
10：30～11：30
はぐ♡くむセンター
水遊び

あそびの広場
10：30～11：30
はぐ♡くむセンター
絵本読み聞かせ
夏生まれ誕生会

ファミサポ学習会
10：30～12：00
役場会議室101・102
子どもの看護

12 13 14 15 16 17 18
あそびの広場
10：30～11：30
はぐ♡くむセンター
水遊び

子育て相談
14：00～16：00
はぐ♡くむセンター
相談

子育て家庭応援事業
10：30～12：00
はぐ♡くむセンター
ベビータッチ

19 21 22 23 24 25
栄養相談
①10：00～11：00
②13：30～14：30
③15：00～16：00
はぐ♡くむセンター
（保健センター）

あそびの広場
10：45～11：15
はぐ♡くむセンター
わらべうた

授乳育児相談
9：30～11：30
はぐ♡くむセンター
（保健センター）

あそびの広場
10：30～11：30
はぐ♡くむセンター
水遊び

あそびの広場
10：00～11：30
はぐ♡くむセンター
夏まつり

26 27 28 29 30 31
おでかけ広場
10：30～11：30
南区公民館
水遊び

今月の
元気はつらつ！若返り塾
場　　　所 日 時間

総 合 文 化 セ ン タ ー
（おやじエクササイズ） 10日㊎・24日㊎ 午前

高 尾 公 民 館 ２日㊍ 午後
郷 之 口 会 館 22日㊌ 午後
銘 城 台 自 治 会 館 １日㊌ 午前
荒木（やすらぎ荘） 17日㊎ 午後
南 区 公 民 館 29日㊌ 午後
岩 山 会 館 17日㊎ 午前
緑 苑 坂 自 治 会 館 ３日㊎ 午前
禅 定 寺 会 館 ３日㊎ 午後
立 川 公 民 館 24日㊎ 午後
湯 屋 谷 会 館 15日㊌ 午前
奥 山 田 会 館 ８日㊌ 午後
※午前＝午前10時～正午、午後＝午後２時～４時

今月の
保健・予防案内

親子で遊ぶ・学ぶ・集う場の「地域子育て支援センター」
お気軽にお越しください。※事業はすべて予約制です。
プレイルーム利用時間 ▼平日９：00〜16：30
子育てに関する相談を受け付けているほか、ファミサポ会員も募集中です。

あそびの広場	 妊婦さんから就学前の子どもと保護者まで。
	 一緒に遊んで交流しましょう。

おでかけ広場	 町内各地におでかけします。
	 四季折々の宇治田原のステキなところを再発見しましょう。

各 種 事 業	 「栄養相談」「授乳育児相談」「子育て相談」等も実施しています。

・ 地域子育て
支援センタ

ー ☎８８
－６６２２

　　　（は
ぐ♡くむセ

ンター）

　事業やイベントによっては、プレイルームを
ご利用いただけない場合があります。
　ご了承ください。

　地域子育て支援センターの夏まつりを開催します。
　ヨーヨーつりやコーナー遊び、ダンスなど、楽しい夏の
思い出作りをしましょう。ボランティアさんのバザーや町
営バスコーナーもあります。皆さまのご参加をお待ちして
います。

夏 ま つ り

子育てサービス
利用支援窓口

平日８:30〜17:15
電話相談も可

健康のお便り
Health　center

夏生まれのお
友だちを一緒
にお祝いしま
しょう。

いざという時
の対処法を学
びます。

お気軽にご相
談ください。

雨天は、会館
で親子遊びを
します。

生後2か月～
1歳未満児が
対象です。

子どもの熱中症にご注意を

　熱中症とは、過剰な発汗により体内の水分や塩分
が不足し、からだの体温調節機能が低下して様々な
症状を引き起こす状態です。近年、からだが暑さに
慣れず、熱中症を発症する方が増えています。また、
子どもは体温調節機能が未熟で熱中症になりやす
く、夜間の入眠時や翌日に発症することもあります。

Ｑ・暑い時期の効果的な水分補給のタイミングは？
→�「喉が渇いた」と感じたときには、すでに脱水の
初期段階です。
※�自分で上手に飲めない状態（ぐったりしている、
呼びかけに反応がないなど）のときに、無理やり
飲ませるのは危険です。

タイミング ポイント
朝起きた時 寝ている間の発汗で水分不足
食事・おやつの時 食事の水分も含めて水分を摂取
登園・登校前 活動前に一度補給
外遊び・散歩の前後 汗をかく前・後でしっかり
入浴の前後 汗をかきやすい
寝る前 夜間の脱水予防
喉が渇いた時 「喉が渇いた」と言う前が理想

Ｑ・子どもの水分補給方法は？
→�一日に必要な水分量は年齢・体格・活動量・気温
で変わります。運動や汗をかく日は、普段より多
めに。
＜生後6か月未満の赤ちゃん＞
　基本的に母乳やミルクのみで足ります。汗をかいた
時でも、母乳やミルクの回数を少し増やす程度で十分。
＜生後6か月以降の乳児・幼児＞
　離乳食開始頃からは、汗をかいたり体調が悪い時
に、少量の白湯や麦茶、赤ちゃん用イオン飲料を適
宜補う。

Ｑ・子どもに適した飲み物の種類は？
→目的や状況に応じた飲み物を選ぶことが大切です。

子育て支援課 ☎88‐6636

　こまめな水分補給など、熱中症対策をしっかり行い、暑い夏を乗り切りましょう！

日　時：７月25日（土）10:00～11:30
場　所：地域子育て支援センター
対　象：町内在住の未就学児と保護者（家族の参加可）
参加費：お子さん一人につき100円
定　員：先着20組
申　込：地域子育て支援センター（TEL：88‐6622）
　　　　もしくは子育て応援アプリ“母子モ”にて
　　　　お申込みください。
　※水分補給の飲み物は、各自ご用意ください。

栄養相談　 　［対象］住民
　3日㊎、21㊋　①午前10時～11時
　　　　　　　　②午後１時30分～２時30分
　　　　　　　　③午後３時～４時

場所 ＝いずれも「はぐ♡くむセンター（保健センター）」
　 ＝要予約
　　　　　 ・ 健康医療課☎88‐6610

乳児健康診査　［対象］生後３～５か月
　10日㊎　午後０時50分～１時30分受付
３歳児健康診査　［対象］３歳５～８か月
　17日㊎　午後０時50分～１時30分受付
※対象者には個別に通知いたします。

場所 ＝いずれも「はぐ♡くむセンター（保健センター）」
　　　　　 子育て支援課☎88‐6636

日常の水分補給に適したもの
○水 , 麦茶（ノンカフェインで安心）, 白湯（乳児
に適している）→�糖分や塩分を含まず、日常の水
分補給に最適です。

必要時に使うもの
〇イオン飲料（子ども用スポーツドリンクなど）
　発汗が多い運動後や暑い屋外活動後など、塩分も
補いたい時に役立ちます。日常的にがぶ飲みするの
は避けましょう。水で薄めて使用すると安心です。

〇経口補水液
　下痢や嘔吐などの脱水が疑われるときに最も適し
ています。塩分と糖分のバランスが適正で、水より
も吸収が速く、体への負担も少ない飲み物です。乳
幼児でも医師の指示のもとで使用できます。

〇スポーツドリンク
　長時間外で遊んだり、運動した後など、汗をたく
さんかいたときに限定して使用しましょう。

※ただし、以下の点に注意が必要です。
糖分が多い�→�飲みすぎは虫歯や肥満のリスク
塩分が高め�→�特に乳幼児には腎臓に負担がかかる
ことも
日常的な水分補給には不適切�→�暑い日の外遊びや
運動の後だけスポーツドリンクを少量使用というの
が理想です。経口補水液と混同しないように注意し
てください。

Ｑ・受診や救急車を呼ぶ目安は？
　ぐったりしている、多量の発汗、吐き気や嘔吐、
けいれんなどの症状がある時は熱中症の可能性があ
ります。

【参考文献】
・こども家庭庁　みんなで見守り「こどもの熱中症」
を防ぎましょう！

広報うじたわら 令和８年７月号07



社協通信

暮らしの
情報

＝問合せ先　 ＝申込先

7月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

５ ６ 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

お
知
ら
せ

・ （福）社会福祉協議会☎88－3294／ FAX88－4094

第72回一人親家庭のつどい
親子のふれあいと、一人親家庭どうしの
交流を深めましょう！

対　象　一人親家庭の中学生以下の
　　　　子どもさん及び保護者の方
日　時　8月5日水
　　　　午前８時30分～午後５時30分頃
行き先　カワサキワールド（神戸海洋博物館）と
　　　　ポートピアホテル30階ランチバイキング
集　合　総合文化センター駐車場
参加費　子ども一人500円、大人一人1000円（当日徴収）
締　切　７月24日金
協　力　民生児童委員協議会

夏休みのお子さんのおやつにいかがですか？
スキムミルクの代わりに牛乳を使うのもいいですね！

エネルギー　40kcal
たんぱく質　1g
脂質　　　　0.1g
塩分　　　　0g

①　トマトは皮と種を取り除き、大きめの角切りにする。水と
砂糖で形が崩れないように軽く煮てレモン汁をかけ、しば
らくそのままにして甘さを含ませる。

②　トマトをざるにあげ、煮汁を60ｍｌにして（足りなければ
水を足す）スキムミルクを混ぜておく。

③　粉寒天を100ｍｌの水で溶かす。火にかけて沸騰してか
ら中火で2分かき混ぜながら煮る。

④　③のあら熱が取れたら②を混ぜる。
⑤　容器に④を入れ②でざるにあげたトマトを半分出るよう

に入れ、冷蔵庫で冷やす。

（4人分）材　料 作り方

トマト　…… 100ｇ(中1個)
水　…………………… 50ml
砂糖　……………………35ｇ
レモンのしぼり汁… 小さじ1
スキムミルク　…………12ｇ
粉寒天　………………… 1ｇ
水(寒天用)　 ………… 100ml

　
他
地
域
で
の
先
進
的
な
事
例

を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
や

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
「
企
画
力
」、「
実
行
力
」
を

学
び
、
地
域
で
の
新
た
な
活
動

の
ヒ
ン
ト
に
つ
な
が
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
23
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

会
場
　
宗
円
交
遊
庵
や
ん
た
ん

対
象
・
定
員
　
町
内
在
住
・
在

勤
者
ら
20
人
（
参
加
費
無
料
）

講
師
　
株
式
会
社
多
可
町
地
域

商
社
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
代
表
取
締
役
　

寺
川
敏
博
氏

内
容
　
各
種
事
例
の
紹
介
と
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等

申
込
方
法
　
二
次
元
コ
ー
ド
よ

り
申
し
込
み

ま
ち
未
来
創
造
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
６
）

多
様
な
人
材
の
関
わ
り
に
よ
る

地
域
活
性
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

申込フォーム

　
町
立
小
・
中
学
校
で
は
、
教

職
員
の
勤
務
時
間
に
合
わ
せ
た

学
校
の
留
守
番
電
話

電
話
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
勤
務
時
間
以
外
は
、
小
学
校

は
午
後
５
時
か
ら
翌
朝
午
前
８

時
ま
で
、
中
学
校
は
11
～
２
月

は
午
後
５
時
30
分
か
ら
、
３
～

10
月
は
午
後
６
時
か
ら
翌
朝
午

前
８
時
ま
で
、
土
日
祝
日
・
閉

校
日
は
終
日
、
留
守
番
電
話
対

応
（
録
音
な
し
）
と
な
り
ま
す
。

　
長
期
休
業
中
は
平
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
対

応
し
ま
す
。

　
ま
た
、
早
朝
・
夜
間
・
休
日

等
で
児
童
・
生
徒
の
安
全
に
関

わ
る
重
大
な
事
態
等
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て

警
察
（
１
１
０
番
）・
消
防
（
１

１
９
番
）
ま
た
は
教
育
委
員
会

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
２
）

　
物
価
高
騰
が
続
く
中
で
も
、

京
都
府
子
育
て
世
帯
向
け
「
外

出
応
援
キ
ッ
ト
」
配
布
案
内

子
ど
も
と
の
お
で
か
け
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
外
出

時
に
「
あ
る
と
助
か
る
」、
便

利
な
グ
ッ
ズ
を
詰
め
込
ん
だ

「
外
出
応
援
キ
ッ
ト
」
を
無
料

で
お
届
け
し
ま
す
。

対
象
者
　
申
込
時
点
で
京
都
府

内
在
住
で
①
ま
た
は
②
の
方

①
０
～
２
歳
の
子
ど
も
が
い
る

世
帯
（
※
令
和
８
年
４
月
１
日

現
在
で
０
～
２
歳
の
子
ど
も

と
、
そ
れ
以
降
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
が
い
る
世
帯
）

②
妊
娠
し
て
い
る
方
　

申
込
期
限
　
令
和
９
年
１
月
31

日
（
日
）

申
込
方
法
　
京
都
府
Ｈ
Ｐ
「
京

都
お
で
か
け
エ
ー
ル
」
で
検
索

子
育
て
支
援
課
（
☎
８
８
︲

６
６
３
６
）

対
象
　
戦
没
者
の
配
偶
者
・
子
・

父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・
そ
の

他
の
三
親
等
内
親
族
等

日
時
　
11
月
24
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
２
時
40
分

場
所
　
京
都
テ
ル
サ
（
テ
ル
サ

ホ
ー
ル
）

※�

今
年
度
か
ら
、
申
込
不
要
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
自
由

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
町
の
送
迎
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
８
月
28
日
（
金
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

今
年
度
か
ら
式
典
当
日
の
様

子
が
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま

す
。
配
信
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
京

京
都
府
戦
没
者
追
悼
式
参
列

者
募
集

都
府
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※�

内
容
や
時
間
は
、
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
）

　
７
月
10
日
～
19
日
は
府
民
防

犯
旬
間
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

防
犯
意
識
を
高
め
、
犯
罪
を
発

生
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
ま
し
ょ
う
。

な
が
ら
見
守
り

　
登
下
校
の
時
間
帯
（
午
前
７

時
～
８
時
、午
後
３
時
～
６
時
）

に
、
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
や
散
歩
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

花
の
水
や
り
な
ど
、
日
常
生
活

の
中
で
防
犯
の
視
点
を
持
っ
て

見
守
り
を
行
う
「
な
が
ら
見
守

な
が
ら
見
守
り
で
高
め
る
地

域
の
安
心
安
全

り
」
で
、
地
域
の
安
心
・
安
全

を
守
る
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

総
務
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３

１
）

　
「
経
営
」
を
行
う
た
め
の
基

礎
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
実
践

的
に
勉
強
す
る
講
座
で
、
毎
年

多
く
の
起
業
者
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。
中
小
企
業
診
断
士
と
経

営
支
援
員
が
創
業
者
の
思
い
を

形
に
し
、
そ
の
形
を
実
現
で
き

る
よ
う
全
面
的
に
支
援
し
ま
す
。

対
象
　
創
業
予
定
者
、
事
業
後

継
者
や
第
２
創
業
者
、
創
業
後

間
な
い
方
な
ど

定
員
　
先
着
15
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

日
時
　
８
月
８
日
（
土
）
～
９

月
５
日
（
土
）
毎
週
土
曜
日

（
15
日
除
く
）
午
前
９
時
～
午

後
５
時

場
所
　
京
田
辺
市
商
工
会
館

募
集
　
７
月
１
日
（
水
）
～

受
講
料
　
５
千
円
（
全
４
回
）

申
込
方
法
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
、

ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

山
城
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
８
︲

京
都
や
ま
し
ろ
創
業
塾

自
分
の
夢
を
実
現
し
ま
せ
ん

か
！

←

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
地
域
総
括
評
価
官
（
京
都

行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　感
謝
状	

徳

　田
　
嘉

　弘
さ
ん

July 2026 08



↓

・ 町立図書館　☎88‐5852図 書 館 だ よ り

「
ぼ
く
へ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」

岩
崎

　ま
さ
え
／
作

　
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。
日
常

生
活
で
は
あ
ま
り
聞
き
な

れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
図

書
館
で
は
利
用
者
か
ら
の

読
書
に
関
す
る
質
問
や
相

談
に
お
答
え
す
る
と
い
う

意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
物
語
の
中

で
小
学
生
の
リ
ョ
ウ
君
は

ひ
と
つ
大
切
な
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
を
授
か
っ
た
よ
う
で

す
。
ど
の
よ
う
な
質
問
で

ど
の
よ
う
に
答
え
を
導
い

て
回
答
し
た
の
か
、
ぜ
ひ

と
も
あ
た
た
か
く
見
守
っ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

『
屋
上
の
テ
ロ
リ
ス
ト
』

知
念

　実
希
人
／
著

　
季
節
は
も
う
夏
で
す
。

さ
て
、
夏
の
風
物
詩
と
言

え
ば
「
花
火
」。
今
回
は

花
火
を
扱
っ
た
小
説
を
紹

介
し
ま
す
。

　
小
説
の
舞
台
は
、
今
の

日
本
と
よ
く
似
た
ア
ナ

ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
日
本
。
こ

こ
で
は
２
つ
の
政
治
体
制

が
存
在
し
ま
す
。
あ
ら
す

じ
は
、
主
人
公
の
少
年
と

不
思
議
な
少
女
が
、
と
も

に
危
険
な
テ
ロ
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
く
お
話
で
す
。

　
文
庫
本
な
が
ら
読
み
や

す
い
の
が
特
徴
で
す
。
さ

て
、
花
火
が
ど
の
場
面
で

登
場
す
る
か
は
お
楽
し
み

に
。

今月の予定
休館日
　７・１４・２１・2８日（火）
　30日（木）
おはなし会
　①�１１日（土）１１：００～
　②�２５日（土）１１：００～
ボードゲーム・デー
　①�１１日（土）１４：００～
　②�2５日（土）１４：００～
「絵本のじかん」交流会
３０日（木）１０：３０～

募

集

Festival Information from Town’s library

　本屋さんや図書館員おすすめの図書・絵
本、これまでの課題図書など約200冊を
展示します。ぜひ、皆さんにピッタリの本
を見つけてください。

展示期間：7月中旬～8月下旬
開館時間：平　日：午前10時～午後6時
　　　　　土日祝：午前10時～午後5時

☆夏休み
　読書フェスタ

申込フォーム

１
１
２
０
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
２
︲
３

９
２
６
）

　
最
高
気
温
30
℃
を
超
え
る

７
、
８
月
は
熱
中
症
に
か
か
り

や
す
く
な
る
た
め
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
作
業
を
す
る
際
は
、
熱
中
症

予
防
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
な
が

ら
、
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間

帯
を
外
し
、
こ
ま
め
な
水
分
補

給
・
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
高
齢
者
は
脱
水
し
や
す
い

た
め
対
策
が
重
要
で
す
。
周
囲

で
声
を
か
け
あ
い
、
協
力
し
て

熱
中
症
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。農

林
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
８
）

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
注
意

　
草
刈
り
で
出
た
草
や
ゴ
ミ
が

水
路
に
流
れ
る
と
、
水
路
内
の

柵
等
に
か
ら
ま
り
、
水
が
流
れ

な
く
な
り
、
水
路
か
ら
水
が
あ

ふ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

草
刈
り
を
す
る
と
き
に
は
、
刈

草
等
が
水
路
に
落
ち
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

農
林
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
８
）

水
路
に
刈
草
や
ゴ
ミ
を
流
さ

な
い
で

　
８
月
以
降
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
が
大
き
く
な
り
、
数
も
増
加

し
ま
す
。
数
が
増
加
す
る
と
駆

除
に
手
間
が
か
か
る
た
め
、
早

期
発
見
・
駆
除
が
効
果
的
で
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に
注
意
！

　
公
共
下
水
道
や
町
設
置
の
浄

化
槽
に
接
続
す
る
宅
内
排
水
設

備
工
事
は
、
町
指
定
工
事
店
で

な
け
れ
ば
行
え
ま
せ
ん
。
指
定

工
事
店
の
要
件
と
な
る
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

更
新
講
習
・
認
定
試
験
が
行
わ

れ
ま
す
。

更
新
講
習

申
請
書
　
京
都
府
下
水
道
協
会

よ
り
更
新
対
象
者
に
送
付

申
込
期
限
　
7
月
15
日
（
水
）

日
時
　

【
南
部
会
場
】
10
月
16
日
（
金
）

【
北
部
会
場
】
10
月
21
日
（
水
）

場
所
　
京
都
市
呉
竹
文
化
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
京
都
府
中
丹
文
化

会
館

認
定
試
験
（
南
部
会
場
）

申
請
書
　
役
場
窓
口
に
備
付
け

申
込
期
限
　
7
月
15
日
（
水
）

受
験
講
習
日
　
11
月
8
日
（
日
）

認
定
試
験
日
　
11
月
29
日
（
日
）

場
所
　
京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル
※
北
部

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
更
新
講
習
・
認
定
試
験

会
場
で
の
受
験
を
ご
検
討
の
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

上
下
水
道
課
（
☎
８
８

︲
３
３
３
７
）

　
賦
課
対
象
区
域
内
の
建
物
の

所
有
者
の
方
に
、
公
共
下
水
道

受
益
者
負
担
金
と
浄
化
槽
整
備

分
担
金
第
１
期
分
の
納
付
書
を

郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
期
日
ま

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
払
い
や
全
額
一
括
払
い
の

方
も
、今
回
が
納
付
対
象
で
す
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
分
担
金

第
１
期
分
の
納
入
の
お
願
い

　
博
物
館
職
員
の
ガ
イ
ド
で
自

然
や
歴
史
な
ど
に
関
す
る
展
示

を
見
学
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
26
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
　
京
都
大
学
総
合
博
物
館

（
現
地
集
合
・
解
散
）

費
用
　
無
料
。
た
だ
し
、
18
歳

～
69
歳
は
入
館
料
を
各
自
負
担

募
集
対
象
　
町
内
在
住
の
小
学

生
と
保
護
者
10
組
ま
で

申
込
方
法
　
二
次
元
コ
ー
ド
ま

た
は
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
請

申
込
期
間
　
７
月
１
日
（
水
）

学
び
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
「
夏
休

み
親
子
博
物
館
探
検
」

午
前
８
時
30
分
か
ら
17
日（
金
）

午
後
５
時
15
分
ま
で
。

※�

定
員
に
達
し
た
場
合
は
受
付

終
了

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
３
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
と
、
人
権
尊
重
意
識
の
高
揚

を
め
ざ
し
、
人
権
標
語
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格
　
小
学
５
年
生
以
上

の
町
内
在
住
・
在
勤
者

募
集
内
容
　
人
権
の
大
切
さ
や

思
い
や
り
、
差
別
や
い
じ
め
の

根
絶
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
人
権
侵
害
の
防
止
、
命
の
大

切
さ
な
ど
、
人
権
啓
発
に
関
す

る
標
語

部
門
　
▼
小
学
生
の
部
▼
中
学

生
の
部
▼
一
般
の
部

応
募
点
数
　
制
限
な
し

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
（
任
意

様
式
で
も
可
）
に
標
語
作
品
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

総
務
課
ま
で
持
参
、郵
送
・
メ
ー

ル
に
よ
り
提
出
ま
た
は
人
権
標

語
応
募
箱
（
設
置
場
所
：
役
場
・

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）へ
投
函
。

な
お
、
小
・
中
学
生
は
各
学
校

へ
提
出
。

募
集
期
限
　
９
月
30
日
（
水
）

〔
当
日
消
印
有
効
〕

表
彰
　
部
門
別
に
数
点
、
入
選

作
品
を
選
定
。
入
選
者
に
は
賞

『
人
権
標
語
』
作
品
募
集

自
衛
官
等
募
集

状
・
記
念
品
を
贈
呈
。「
第
18

回
人
権
の
つ
ど
い
（
12
月
５
日

（
土
）
開
催
予
定
）」
で
表
彰

そ
の
他
　
▼
応
募
作
品
は
自
作

か
つ
未
発
表
の
も
の
に
限
る
▼

入
選
作
品
の
著
作
権
は
町
に
帰

属
▼
応
募
作
品
の
返
却
不
可
▼

応
募
作
品
は
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
▼
入

選
作
品
は
啓
発
物
品
に
活
用

・

総
務
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
１
・
〒
６
１
０
︲
０
２
８

９
　
立
川
坂
口
18
︲
1

メ

ー

ル
：soum

u@
tow
n.

ujitaw
ara.lg.jp

）

　
各
種
目
の
自
衛
官
を
募
集
し

ま
す
。

▼
町
の
募
集
相
談
員

髙
屋
光
政
さ
ん

・

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力

本
部
宇
治
地
域
事
務
所
（
☎
４

４
︲
７
１
３
９
）

募集種目 資　格 受付期限

航空学生 18歳以上24歳未満の方
（高卒者または高専３年次修了者）※見込み含む ８月28日（金）

一般曹候補生
（２回目）

18歳以上33歳未満の方
（32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に達していない者） ９月１日（火）

予備自衛官補
（２回目）

一般 18歳以上52歳未満の方
９月１０日（木）

技能 18歳以上で国家免許資格等を有する方
（資格により年齢上限は53歳未満～55歳未満）

２等陸・海・空士
（任期制自衛官）

男子 18歳以上33歳未満の方
（32歳の者は、採用予定日の末日現在、33歳に達して
いない者）

通年
女子

～特集展示～

（写真は昨年度の様子）

　
ご
自
宅
の
軒
下
や
石
垣
の
隙

間
な
ど
を
見
て
回
り
、
営
巣
を

確
認
し
た
ら
早
め
に
駆
除
し
ま

し
ょ
う
。

　
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
は

軒
下
、
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
地

下
の
空
洞
に
営
巣
し
ま
す
。

　
巣
を
発
見
し
た
場
合
、
町
で

防
護
服
を
貸
し
出
し
ま
す
の
で

ご
自
分
で
駆
除
す
る
か
（
殺
虫

剤
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
）、
害

虫
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
貸
出
可
能
な
防
護
服
の

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
電
話
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

農
林
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

申込フォーム
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くとうてん

　今月号の取材を通してこの
町には、誰かの挑戦を全力で
応援する人がいて、その姿を
見た人たちがまた新しい一歩
を踏み出し、受け取った思い
を次の誰かへ手渡していく。
そんな温かい循環が息づいて
いると感じました。守りたい
ものがある。託したい思いが
ある。そして、その思いを受
け継ぐ人がいる。人と人との
つながりや優しさが紡ぐ宇治
田原町の未来はきっと明るい
ものになると思います。�（な）

【町の位置】北緯34度50分東経135度52分海抜146メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　写真と「氏名（ふりがな）」・「年齢」・「元気の秘訣（50文字以内）」・「電話番号」▶わが家のアイドル（乳幼児）　
写真と子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」・「メッセージ（25文字以内）」▶うじたわら LIKE なひととき　町内の LIKE な写真と「氏名（ふ
りがな）」・「一言コメント」をそれぞれお送りください。　■	送付先　まち未来創造課広報 ☎88－6616　または右 QR から

投稿募集中

植村　太琥ちゃん	（５歳） 田中　洋行ちゃん	（４歳６か月）

いつも元気いっぱい！！５歳のお誕生
日おめでとう！

「元気に大きくなあれ！」

夏のお出かけは「きょうとエコサマー」　
バ
ス
や
電
車
な
ど
の

公
共
交
通
は
、
環
境
に

負
荷
を
か
け
な
い
エ
コ

な
乗
り
物
で
す
。

　
こ
の
夏
は
「
き
ょ
う

と
エ
コ
サ
マ
ー
」
で
、

路
線
バ
ス
等
公
共
交
通

を
利
用
し
た
、
ひ
と
味

違
う
一
日
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

　
期
間
中
、
対
象
と
な

る
路
線
バ
ス
等
が
お
得

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

内
容
　
運
賃
支
払
い
時

（
降
車
時
）
に
「
エ
コ

サ
マ
ー
」
と
申
告
す
る

と
、
対
象
の
バ
ス
・
鉄

道
路
線
に
お
い
て
、
大

人
１
名
に
つ
き
小
学
生

２
名
ま
で
の
運
賃
が
無

料
。

対
象
　
府
内
で
運
行
す

る
路
線
バ
ス
（
一
部
除

く
）、
市
町
等
を
運
行

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
（
一
部
除
く
）
ほ
か

期
間
　
７
月
17
日（
金
）

～
８
月
31
日
（
月
）

そ
の
他
　
詳
細
は
Ｈ
Ｐ

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

公
共
交
通
の
利
用
を

連
携
し
て
促
進
す
る

た
め
、
宇
治
市
・
城

陽
市
・
京
田
辺
市
・

久
御
山
町
・
和
束
町
・

宇
治
田
原
町
の
３
市

３
町
で
統
一
し
た
記

事
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

京
都
府
交
通
政
策
課

（
☎
０
７
５
︲
４
１
４

︲
４
３
６
３
）・
京
都

市
交
通
局
企
画
調
整
課

（
☎
０
７
５
︲
８
６
３

︲
５
０
２
２
）

京都府HPエコサマー

公
共
交
通
で
楽
し
い

お
で
か
け
を

夏の思い出づくりに
小学校プール開放
　水に親しみ、地域
とふれあうなかで、
子どもたちが夏休み
の楽しい思い出を作れるよう、小学校
のプールを開放します。
日時 /場所　
７月23日（木）田原小学校
７月24日（金）宇治田原小学校
両日とも午前９時から正午まで。雨天
中止。
対象者　各校区内の小学生
※�１年生から３年生までは、入水でき
る保護者（高校生以上）の付き添い
が必要
参加料　無料
申　込　７月10日（金）締切
二次元コードから申し込みください。
　なお、会場運営のボラ
ンティアを募集していま
す。ご協力いただける方
は、ご連絡ください。

学校教育課☎88‐6612

森田龍矢　副町長就任
　６月18日、町議会において選
任同意を得て、７月１日、宇治田
原町副町長に森田龍矢氏が就任し
ました。任期は令和12年６月30
日まで。

メッセージ

経　　歴

　町制70周年を迎える節目の年に、
生まれ育ったこのまちで仕事をさせ
ていただくことになりました。少子
高齢化や物価高など大変厳しい時代
ではありますが、新名神高速道路の
宇治田原 IC 開設という明るい話題
もあります。京都府庁での経験も活
かし、宇治田原町発展のために精一
杯取り組んでまいります。

　昭和39年宇治田原町生まれ。昭
和62年近畿大学理工学部卒業後、
京都府に入庁し、乙訓土木事務所長、
南丹土木事務所長などを歴任し退
職。現在62歳

　昭和36年11月に創刊
しました町広報紙「町民
の窓」。65年の歳月を経
て、今月号で通算700
号を迎えました。
　これからも「町民の窓」
は、住民の皆さんととも
にたくさんの笑顔を掲載
できるよう歩んでいきま
す。
　700号発行を記念し
て、過去の節目の号の表
紙写真と主な記事内容を
振り返ります。

400号
（平成14年1月）
▶宇治田原町の
あゆみとともに
▶町民の窓親し
まれて400号
▶町民の窓変遷
100号～300
号

500号
（平成22年4月）
▶役場組織再編
/人事異動▶ま
ちづくり推進協
議会設置に向け
た検討委員会委
員募集▶茶の里
伝言板

600号
（令和元年3月）
▶町内が緑茶の
香りに包まれる
全国茶香服大会
▶３月はお茶の
京都博▶４月８
日は京都府知事
選挙

700号
（令和8年7月）
▶町制施行70
周年記念「表彰
候補者」募集▶
維孝館中学校で
通級指導をス
タート▶森田龍
矢副町長就任

創刊号
（昭和36年11月）
▶創刊によせて
▶発刊おめでと
うございます▶
町の教育▶議会
のうごき▶宇治
道の改良要望を
提出

100号
（昭和52年9月）
▶農振計画特別
管理地域の指定
受ける▶ UHF
近畿放送テレビ
放送開始▶下岡
久五郎氏大臣賞
獲得

200号
（昭和61年8月）
▶町制施行30
周年記念町の鳥
募集▶保育園給
食を共同調理場
で調理開始▶森
田伊平氏文部大
臣表彰受賞

300号
（平成6年8月）
▶ドカーンと咲
かせます！華の
乱ふるさとまつ
り ▶300号 記
念「縮刷版」刊
行へ▶猛暑の中
操法訓練

おかげさまで
「町民の窓」

700号

町制施行7
0周年

まち未来創造課☎８８‐６６１６
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1 2 3 4

6 7 8 9 10 115

13 14 15 16 17 1812

20 21 22 23 24 2519

28 29 30 3126 27
収集地域 燃やすごみ 燃やさないごみ 大型ごみ

※事前予約制
缶・ペット
ボトル

飲料用
ガラスびん 紙パック プラスチック

資源

Ａ
地
域

岩山・禅定寺
立川・湯屋谷
荒木・奥山田

毎週
月・木曜日

毎週
火曜日

14日・28日
予約は

8日・22日まで
1日・15日 8日・22日 8日

毎週
金曜日

Ｂ
地
域

高尾・郷之口
贄田・銘城台
南・緑苑坂　

毎週
火・金曜日

毎週
月曜日

13日・27日
予約は

8日・22日まで
8日・22日 1日・15日 1日

毎週
木曜日

収　集　地　域 収 集 日
高　尾 全      域 7/21
郷之口 
贄　田 
荒　木

全      域（大字荒木小字立川・平山含む） 7/16・8/7

南
並木・薬師前・東道祖神・亥子 7/16・8/7
旧府道（南栗所以南の府道含む）以東（亥子を除く） 7/17
旧府道（南栗所以南の府道含む）以西（並木・薬師前・東道祖神を除く） 7/21

岩　山
釜井谷・辻堂・森本・墓尾・口筒井谷・畠田・長山・山下・僧都谷 7/13・8/4
谷山口・谷出・法泉寺・富之門・辻出・西開土・沼尻・中出・城尾 7/14・8/5

禅定寺 全域 7/10・8/3

立　川
奥田 7/13・8/4
大導寺川以北（右岸） 7/14・8/5
大導寺川以南（左岸） 7/15・8/6

湯屋谷 全域 7/9・7/31
奥山田 全域 7/8・7/30

くみもれのときは、収集口から確認して城南衛生管理組合
（☎075-631-5171）へ、臨時収集は城南環境事業協同
組合（☎23-5963）までご連絡ください。

日 月 火 水 木 金 土

あそびの広場
はぐ♡くむセンター
午前10：30～11：30

栄養相談
はぐ♡くむセンター
①午前10：00～11：00/
②午後1：30～2：30/
③午後3：00～4：00

インターバルウォーキング
住民体育館
午前10：00～正午

あそびの広場
はぐ♡くむセンター
午前10：30～11：30

行政相談・人権相談
役場
午後1：30～4：30

あそびの広場
はぐ♡くむセンター
午前10：30～11：30

行政書士相談
役場
午後1：00～4：00
☎070-8537-1305

ファミサポ学習会
役場
午前10：30～正午

乳児健康診査
はぐ♡くむセンター
午後0:50～1:30受付

おはなし会
総合文化センター
午前11：00～11：30

ボードゲーム・デー
総合文化センター
午後2：00～4：00

消費生活相談
役場
午前10：00～正午 /
午後1：00～4：00

あそびの広場
はぐ♡くむセンター
午前10：30～11：30

司法書士相談
やすらぎ荘
午後1：30～4：00

子育て相談
はぐ♡くむセンター
午後2：00～4：00

子育て家庭応援事業
はぐ♡くむセンター
午前10：30～正午

3歳児健康診査
はぐ♡くむセンター
午後0：50～1：30受付

栄養相談
はぐ♡くむセンター
①午前10：00～11：00/
②午後1：30～2：30/
③午後3：00～4：00

あそびの広場
はぐ♡くむセンター
午前10：45～11：15

授乳育児相談
はぐ♡くむセンター
午前9：30～11：30

権利擁護相談
やすらぎ荘
午後1：30～4：00

あそびの広場
はぐ♡くむセンター
午前10：30～11：30

あそびの広場
はぐ♡くむセンター
午前10：00～11：30

おはなし会
総合文化センター
午前11：00～11：30

ボードゲーム・デー
総合文化センター
午後2：00～4：00

「絵本のじかん」交流会
総合文化センター
午前10：30～11：30

おでかけ広場
南区公民館
午前10：30～11：30

水道メーター検針（1～15日） 
荒木（大地・平山・立川のみ）、
岩山（法泉寺を除く）、立川、
禅定寺、湯屋谷、工業団地、
奥山田、緑苑坂

＝休館

＝休館

＝休館

＝休館

やすらぎ荘のお風呂
毎週水・金曜日（祝日除く）
㊚午前9：30～正午
㊛午後1：30～4：00
㊛午前9：30～正午
㊚午後1：30～4：00

水
曜

金
曜

問農林環境課☎88‐6639

●今月の納税・納付● 
○後期高齢者医療保険料 ……………… １期分
〇固定資産税 …………………………… ２期分
○国民年金保険料 ……………………… ６月分
○国民健康保険税 ……………………… ２期分
○介護保険料 …………………………… ２期分
○保育料 ………………………………… ７月分
○上・下水道料金 ……………………… ７月分
○公共下水道受益者負担金・

浄化槽整備推進事業分担金 ………… １期分

＝休館

JULY Ujitawara Town's calendar

2026
令和8年月

7 まちのカレンダー

総務課 88−6631　企画財政課 88−6632　税住民課 88−6633　福祉課 88−6635　地域包括支援センター 88ー3719　健康医療課 88−6610　
子育て支援課 88−6636　　地域子育て支援センター 88−6622　　こども家庭センター 88−6651 88−6646　　建設課 88−6637　
まち未来創造課 88−6616　　農林環境課 88ー6638　 上下水道課 88−3337　 会計課 88−6640　 学校教育課 88−6612 88−3780
社会教育課 88−6613 88−3780　　議会事務局 88−6641 88−6617　　役場 代表 88−2250 88−3231
町立保育所 88−6611 88−3104　　　宇治田原消防分署 88−5500　　　総合文化センター 88−5851 88−5333
町立図書館 88−5852　　　※住民体育館 88−4567 88−4222　　　学校給食共同調理場 88−2255 88−3699
やすらぎ荘 88−2394 88−4094　　※維孝館中学校 88−2106　　※田原小学校 88−2149　　※宇治田原小学校 88−2214
※奥山田ふれあい交流館 88−5055　田原児童育成施設 99−7185　宇治田原児童育成施設 99−7188　ふれあい福祉センター 88−9160

役場

出先など

　 ※は指定避難所

防災用長距離スピーカーの放送が
聞き取れないときは、電話で内容
確認ができます。

0774-88-3100
※通話料がかかります。

ごみの分別で迷ったら
ごみの分け方チラシか
QR から HP で検索

海の日

宗円交遊庵　やんたん
休館日＝毎週水・木曜日


